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hCG負 荷に対する内精静脈血漿 レニン活性の

反応性について

健保連大阪中央病院泌尿器科(部 長:藤 岡秀樹)

近藤 宣幸,高 栄哲,竹 山 政美*,藤 岡 秀樹

大阪大学医学部泌尿器科学教室(主 任=園 田孝夫教授)

野々村祝夫,中 村 正広,並 木 幹夫,奥 山 明彦

  INDUCTION OF PLASMA RENIN ACTIVITY IN HUMAN 

INTERNAL SPERMATIC VEIN AFTER TREATMENT OF HCG

Nobuyuki KONDOH, Eitetsu  KOH, Masaml TAKEYAMA 

             and Hideki FuJIOKA 

     From the Department of Urology, Osaka-Central Hospital 

Norio NONOMURA, Masahiro NAKAMURA, Mikio NAMIKI 

            and Akihiko OKUYAMA 

    From the Department of Urology, Osaka University Hospital

   To investigate the secretion of renin from the Leydig cells of human testis, plasma renin 
activity (PRA) in left internal spermatic vein (ISV) and cubital vein (CV) was measured at the 
time of surgical repair of varicocele in 30 patients between 26 and 39 years old. Sixteen of them 
were given a single i.m. injection of hCG (10,000 iu) 4 days before operation, whereas the remaining 
fourteen were not treated. Although mean PRA levels of CV in treated and non-treated groups 
were similar (1.35±0.46 and 1.19±0.59 ng/ml/hr, respectively), mean PRA level of ISV in the treated 

group (2.85±1.15 ng/ml/hr) was significantly higher than that of CV in the same group (1.35± 
0.46ng/ml/hr), and that of ISV in the non-treated group (1.39±0.67 ng/ml/hr) (both P<0.01). 
Mean testosterone level of the same ISV was clearly higher in the treated than in non-treated 

group (P<0.005). These data seem to suggest the secretion of hCG-induced renin from the 
human testis in vivo and the possibility of relation between androgens and secretion of renin. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 997-1000, 1989) 
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緒 言

腎 の 傍糸 球 体 細 胞 よ り産 生 され る レニ ンは340個 の

ア ミ ノ酸か らな る分 子 量37,236の 蛋 白 ホ ル モ ンで あ り,

循環血 中 に 分 泌 さ れ る と血 漿 中 の レニ ン基 質 で あ る

ア ンギ オ テ ン シ ノー ゲ ンに 酵 素 学 的 に作 用 し,angio-

tensinI(以 下AI)を 産 生 す る1).AIはangioten-

sin-convertingenzyme(以 下ACE)の 働 きに よ り,

生 物学 的活 性 を 有 す るangiotensinII(以 下AII)と

な り,血 管 収 縮 お よび アル ドス テ ロソ分 泌 促進 作 用 を

示 す.以 上 の腎 を 中 心 と し た レニ ンーア ンギ オ テ ンシ

*現=市 立堺病院泌尿器科医長

ン系(以 下R。A系)が,血 圧制御に中心的役割を担

っていることは周知であるが,最 近,免 疫組織化学や

酵素学的手法により,下 垂体2),副 腎3),胎 盤,精 巣4)

な どの内分泌臓器を始めとする腎外組織中の レニンの

存在が動物において知られ,そ の生理的役割が注目さ

れている.と くに精巣については,最 近ラットの培養

ライディッヒ腫瘍細胞にて,hCGに 依存した レニン

活性の著明な上昇,お よびAI,AIIの 合成が認めら

れている5,6>.ま た ヒト精巣でもレニンの局在が報告

されている7).ヒ ト精巣よりのレニンの産生,分 泌を

知ることを目的として精索静脈瘤症例に対 し,術 前に

hCGを 負荷 し,内 精静脈血漿中のPR・Aを 求め,負

荷 していないものとの比較検討を試みた.
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対象および方法

対象は,不 妊を主訴とし,精 液所見に異常を有する

左側精索静脈瘤症例のうち,1987年3月 より12月の間

に,Palomo法 に:もとづ き,内 精静脈高位結紮術を

施行 した30例 である.全 例,末 梢血中の血漿 レニン活

性(以 下PRA)が0.5～2。7ng/ml/hの 正 常値 を示

し,ま た正常血圧,心 循環器系および内分泌系に異常

のないことを確認 している.症 例を無作為にhCG投

与群16例 と,非 投与群14例 に分類.両 群とも術前少な

くとも1カ 月前にhCG負 荷試験を施行,血 清テス ト

ステロン(以 下T.)の 基礎値(Basal)お よび反応値

(Peak)を 求めた8).さ らにhCG投 与群には,術 前

4日 前にhCG10,000iu筋 注 し,非 投与群ともに術

中内精静脈精巣側 よ り5～10ml採 血 し,PRA,T.,

血清 プロゲステロン(以 下P.)を いずれもRIA9)に

て求めた.統 計学的有意差は,t-testに て判定 した,

Tabiel.Characteristicsofpatients

hCGtreatmentNotreatment
(n=16)(n=14)

結 果

1)hCG負 荷試験(Fig・1)・

負荷後全例にT.の 有意の反応を認めてお り,ま た

両群間のBasalお よびPeakに 統計学的有意差がな

いこ とか ら,今 回の対象は精子形成障害が あるもの

の,ラ イデ ィッヒ細胞機能は良好に保たれてお り,ま

た両群のライディッヒ細胞機能に有意差がないものと

判断した.
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Table1に 両群症例の年齢,術 前 に行った精液検

査所見,お よび末梢血中LH,FSH,PRA値 を示 し

たが,い ずれについても両群間に統計学的有意差は認

めていない.

Table2。ThelevelsofPRAandserumtestos・

teroneinCVandISVbeforeand

duringoperationintwogroupsof

patlents

BasalPeakBasalPeak

hCGtreatmentNetreatment
(n=16)(n=14)

Fig.1.SerumtestosteroneIevelsinhCGtest

performedbeforeoperation
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Flg.2.PRAincubitalvein(CV)andinternal

spermaticvein(ISV)duringoperation

intwogroupsofpatients.
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2)末 梢 お よび 内精 静 脈 血 中PRA(Fig.2).

hCG投 与 群 の術 中末 梢 血 中PRAのmean±S.D.

は1.35±0.46,内 精 静 脈 血 中PRAは2.85±1.15

(い ずれ もng!ml/h)で あ り,両 群 間 に 統 計 学 的 有意

差 を 認 め た(p<0.OI).一 方,非 投 与 群 の 末檎 血 中

PRAは1.19±0.59,内 精 静脈 血 中PRAは1.39±

0.67(い ず れ もng/m1/h)で あ り,両 者 間 に 統 計 学 的

有意 差 を認 め な か った.ま た 両 群 間の 内精 静 脈 血 中

PRAに 関 して,投 与 群 は非 投 与 群 に 比 較 して,統 計



近藤,ほ か3血 漿 レニン活性 ・内精静脈

学的有意に高値を示 した(p<0.01).こ の ことはレニ

ソの産生にhCG依 存性があることを示唆している.

なお投与群の 内精静脈血中PRAの うち5例 は正常

範囲内であった.

3)内 精静脈血中T.値(Fig.3).

hCG投 与群は非投与群に比較して,統 計学的有意

に高値を示 した(p<0,01).
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4)内 精 静 脈 血 中P.値(Fig・4)・

P。 に 関 し て は,両 群間 に 統 計 学 的 有 意 差 を認 め な

か った.

考 察

レニン(レ ニン様物質)が 腎外組織に存在すること

は指摘されてきたが10・1D,最近免疫組織化学的手法を

用いて,下 垂体2),副 腎3),精 巣4)な ど腎外組織中 レニ

ンの存在が報告され,さ らに ヒトについても,下 垂

体,甲 状腺,副 腎,前 立腺,胎 盤,お よび精巣ライデ

ィッヒ細胞内の レニンの局在が確認されて いる7).こ
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れ らの レニ ンが,実 際 に お の お の の局 所 で 産 生 され て

る のか,あ る い は循 環 血 中 レ ニ ンの細 胞 内へ の取 り込

み か とい う点 に 関 し議 論 され て きた が,最 近 レニ ンの

cDNAプ ロー ベを 用 い たhybridization法 に よ り,

局 所 で の レニ ン合 成 が 証 明 され て い る12)し か しなが

ら この 合成 課 程 の 詳 細 や,そ の コ ン トP一 ル機 構 に つ

て は まだ不 明 な点 が 多 い.最 近 ラ ッ トの ライ デ ィ ッ ヒ

細 胞 中 に は,AIやAII,さ らにACEも 存 在 して い

る こ とが 示 され13),と くにAIIの 細 胞 内合 成 が 確 認

され た こ とに よ り,細 胞 内R-A系 の存 在 とそ の 生 理

的 意 義 が 注 目 され 始 めた.さ らに ラ ッ トの培 養 ライ デ

fノ ヒ腫 瘍 細 胞 を用 いた 実 験 で も,hCGに 依存 した

PRAの 著 明 な上 昇 と,AI,AIIの 生 合 成 が 確 認 さ

れ た6).

われわれは,以 前 ヒト精巣よりのレニンの産生,分

泌を知 る 目的 で,hCG負 荷 に よる内精静脈血中

PRAを 測定 した14)症 例を追加 した今回の結果で

も,hCG投 与によって,非 投与群より,お よび末梢

血より有意に高いPRA値 を示した ことは,ヒ ト精

巣に おいて もゴナ ドトロビンに依存した レニンが産

生,分 泌されていることを示唆するものと考える.こ

の レニンの分泌制御へのアンドロジェンの関与は,こ

れまでにも検討されてお り,代 表的なものとして,マ

ウスの顎下腺細胞での レニン遺伝子発現とアンドロジ

幽ンの関係が知られている15).一 方,今 回の結果は,

hCG投 与群においてはFig.3に 示 した ごとく,テ

ス トステロンとレニンとの相関性を示唆する結果を示

した反面,非 投与群では,末 梢血 と内精静脈血中テス

トステnン 値との間に約70倍 の差があるのにもかかわ

らず,内 精静脈血中のPRAに は上昇を 認めず,レ

ニン産生および分泌とテストステロンとの相関性を今

回のinvivoの 検討から評価することは困難である.

次にプロゲステロンに関しては,レ ニンとの相関性は

認め られ なかったが(Fig.'1,),同 様の結果は文献的

にも指摘されている5).Fig.2に おいて,hCG投 与

群5例 の内精静脈血中PRAが 正常範囲であったが,

この5例 のライデ ィッヒ細胞機能に,hCG負 荷試験

に反映されない何 らかの障害が存在 していた可能性は

ある.

また今回の結果は,hCGの 刺激によって睾丸内微

小循環や血管壁透過性に変化が生 じ16),血 管壁に存在

するレニン(レ ニソ様物質)1?)が血 中へ流出され る可

能性も否定できず,ラ イデ でッヒ細胞を介するよりも

血流変化などを介 したかな り非特異的な変化としてと

らえられる可能性も否定できない.し かし,ヒ トにお

てもライデ ィッヒ細胞内R-A系 の存在とその生理学
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的 意 義 の解 明 は興 味 深 く,今 後 のinvivo,invit「o

の成 果 を 期 待す る と ころ で あ る,

結 語

1)ヒ ト精巣よりの レニン産生,分 泌を知ることを

目的として,精 索静脈瘤30例 をhCG投 与群および

非投与群に分類.術 中に得た内精静脈血中PRA,テ

ス トステロンおよびプロゲステロンの各値を比較検討

した,

2)hCG非 投与群では,末 梢および内精静脈血中

PRAに 有意差を認めなかったが,hCG投 与群の内

精静脈血中PRAは,末 梢,お よび非投与群の内精

静脈血中PRAに 比較 して有意に高値を示した.

3)hCG投 与群では内精静脈血中テス トステロン

値が非投与群に比較して有意に高値であ り,内 精静脈

血中PRAと の相関性も疑われた.

4)プ ロゲステロンについては,テ ス トステロンに

認められたPRAと の相関性を認めなかった.

本論文の要旨は第76回日本泌尿器科学会総会において発表

した.

稿を終えるにあたり,御校閲を賜った恩師園田孝夫教授に

深謝いたします.
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